















































































− 106 − − 107 − （50）
白以前には見られないものであり、裴度はあるいは白居易の表現に学んでこの句を作ったのかもしれない。
ただし、 「老」と「病」のみに限れば、この二字を詩中に対の形で用


























































































































































































古一相接、長歌懷舊遊） 」という。前者は詩題にいう薛收を「舊遊」語で呼んだ例 後者は謝朓の生前 遊びについて用 た 。















































































































































































































































觴輟吟詠、我有狂言君試聽） 」という。〔絡繹飛〕 （杯が） 次々と飛ぶ。痛飲していることを表現したもの。 「絡繹」は連なる形容。 「駱驛」に同じ。『漢書』王莽傳下に「吏民の義を以て錢穀を入れて作るを助くる者、道路に駱驛たるに及ぶ（及吏民以義入錢穀助作者、駱驛道路） 」とあり、その顏師古の注に「駱驛は、
絕えざるを言ふ（駱驛、言不絕） 」という。
九廟を建築するに当 って寄付をする吏民が道に列をなしたこ をいう。





















































欲把頭盤打少年） 」の句 こ 「杯觴興」を柴注は食器を箸で叩いて調子を取ることと解されるが、単に杯によって酒席 表現したと
















































































































































　佳句を得たり（淸談慰老夫、開卷得佳句） 」というのは、 「淸談 と
詩作とを対にして用いた例。




















































































玉散を服して、以て神農に敎ふ（服 散、以敎神農） 」 作って る。『列仙傳』等の記述から「水玉」の方が正しいとされているようだが、唐代にどうであったかは不明にしても、 散」の本文で伝えられたものがあることは確かであろう。







− 98 − − 99 − （58）
柴注、 『宋書』謝靈運傳論に「平臺の逸響を綴り、 南皮の高韻を採る（綴














































































是後宮賤瑇瑁而疏珠璣、却翡翠之飾、除彫琢之巧） 」という。漢の文帝の後宮が質素であるこ を表現した部分で、やはり宝玉の代表 一つとして用いられている。 の部分の李善注に引く『字書』に、 「璣は、小珠なり（璣、小珠也） 」という。
以上のように古い例はあるが、唐までの詩には用例が見えないよう





匣裝珠璣 」というなどの用例が見える。前者は「長楊賦」と同じく、長寧公主が驕奢を避けたことを表現するのに用いられ、後者は鏡 箱の飾りを描写するのに用 られている。
つづく盛唐および中唐大
期の詩人には例がなく、中唐元和期の詩









































度の後半の二句で語り合い杯を交わす喜びが詠じられていたのを承けて、劉は、宴席における高雅な会話と、華麗な詩句とを、美しい比喩によって描写しているといえるだろう。この二句は 客 して、列席者の風雅を称賛し 感謝の意を表するものとなっており 主人 称える次の二句へと連なっている。
